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住
民
会
議
で
は
、
今
年
度
も

引
き
続
き
町
内
一
斉
啓
発
イ

ベ
ン
ト
で
の
横
断
幕
や
の
ぼ
り

旗
の
掲
出
（八
月
）を
は
じ
め
新

た
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
配

布
（
予
定
）
す
る
な
ど
、
町
内
で

の
山
手
線
促
進
の
機
運
を
盛

り
上
げ
る
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
山
手
線
の
事
業
実
施

主
体
で
あ
る
京
都
府
山
城
広

域
振
興
局
と
の
情
報
交
換
会

（
十
一
月
）
や
山
田
知
事
へ
の
要

望
活
動
（
一
月
）
も
実
施
し
、

事
業
の
順
調
な
進
捗
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
事
業
化
区
間

の
一
日
も
早
い
完
成
と
引
き
続

き
山
手
線
全
線
事
業
化
を
求

め
る
み
な
さ
ん
の
熱
い
思
い
を

届
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 
 

 

都
市
計
画
道
路
宇
治
田
原

山
手
線
の
早
期
完
成
を
求
め

る
住
民
会
議
（
会
長
：
森
田
市

治
町
商
工
会
長
）
（
以
下
住
民

会
議
と
表
記
）
で
は
、
平
成
二

六
年
二
月
の
設
立
以
降
、
横
断

幕
や
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
、
住

民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
宇
治

田
原
山
手
線
早
期
の
完
成
に

向
け
た
機
運
を
高
め
る
と
と
も

に
、
京
都
府
な
ど
関
係
機
関
に

対
し
、
早
期
事
業
化
を
訴
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

 

そ
う
し
た
中
、
京
都
府
が
平

成
二
九
年
度
か
ら
宇
治
田
原

山
手
線
の
残
区
間
の
内
、
供
用

済
み
の
「
主
要
地
方
道
宇
治
木

屋
線
南
バ
イ
パ
ス
」か
ら
、
本
町 

     

贄
田
及
び
立
川
地
域
に
ま
た

が
る
「
新
市
街
地
」
ま
で
の
区
間

を
第
１
期
整
備
区
間
と
し
て
、

新
規
事
業
化
を
決
定
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

現
在
路
線
測
量
の
実
施
や
地

権
者
の
み
な
さ
ん
に
向
け
た
説

明
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
な

ど
平
成
三
三
年
度
完
成
に
向

け
、
着
々
と
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

住
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
本

事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
関

係
者
の
み
な
さ
ま
に
は
事
業
の

ス
ム
ー
ズ
な
進
捗
に
特
段
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。  

 
 

    

夏の一斉啓発活動 

啓発イベントに参加いただいたみなさん 

京都府山城広域振興局との意見交換 

山田京都府知事と西谷町長、山手線住民会議メンバー 

新調した横断幕を設置 

新
た
に
作
成
し
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー 


